
3 .ニ ンニクマルチ栽培における追把方法について

1.背 景と特徴

ニンニクのビニールマルチングは増収効果が高く、利用面積も多くなっているが、マルチ

栽培で追肥する場合Tル チを
一旦はいで行うことに労働上の間超がある。現状の施肥体系は

全量元肥施肥、あるいは追肥時にマルチを取 り除き追肥するなどが行われているが、一部の

地方で行 っているマルチ上からの追肥効果を検討したので参考に供したい。    ―

2 技 術の内容

マルチ栽培における遺肥方法は、マルチ上からの追肥でも効果がある。

施肥時期は4月 上旬

ユ 普 及上の留意点 !

マルチ上からの追肥は、条間に施す。

4 試 験成績の概要                               ‐

(1)試 験課題名      ニ ソニクマルチ栽培における追肥方法

(2)試 験年次および場所  昭 和50年  岩 手県園芸試験場 本 場

(3)試 験方法

供試条件

①
l全 量 元 肥 区  x施 肥量 (10a当 りや )            ′

② マ ルチ下追肥区  元 肥 N-1■ 2  P癒 5-32  K期 二 11.2

0 マ ルチ上追肥区  追 肥 N― ,2  P205-O  K20-92

④ 畦 間 追 肥 区   元 肥とBDD入 (Q8%)化 威、過石施用

植付時期  10月 20日

供試品種  福 地系  1

(41 試験結果

追肥NKV23号 施用

収穫時期 7月 15日

片重 10g～ 12ど の種球を使用

草丈,葉 表,最 大葉,基径などの生育差は大差が見られなかったが、葉色が全量元肥区・

畦間追肥区が肥料切れと思われる責緑色であった。収量は全量元肥区に比較してTル チ下

追肥区・マルチ上追JjL区がM以 上、総収量とも多い傾向がみられ畦間追肥区が少なかった。

条位別収量は'条植のうち中の条がいずれの試験区でも低収の傾向がみられた。
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来菜の太さは地表 5餌 の部位を測定した。

第2表  規 格別収量 (20株 当り)I

曳 主 要成果の具体的データー

第 1表 生 膚調査 (6月 4日 )

来 2区 平均

ぬく
目革 丈

働

｀

葉: 数

働

最 大 葉 勧 茎 の太

さ  筋

_ 楽. 色
長  さ 巾

全 量 元 肥 区 74.1 7 8 481 2 8 責緑色

マルチ下追肥区 721 7 7 4&0 2 8 1.4 緑  色

マルチ上追肥区 694 &1 4勇 7 2 8 1.3 緑  色

畦 問 追 肥 医 6,5 7 8 黎.7 2 8 黄緑色
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